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（
松
江
一
中
２
年
）

　材料科学の専門人材を育てて持続可能な

社会の構築や地域産業の振興につなげよう

と島根大（松江市西川津町）に昨春発足し

た「材料エネルギー学部」が、２年目を迎

える。実践的な学びを先駆的に取り入れる

学部だが、認知度不足や地域の現状とのミ

スマッチ懸念など課題も浮かび上がる。初

年度の成果と課題や地域の実情から今後を

展望する。

　ＩＴ草創期に山陰初のソフトウエア会社とし

て創業した（株）テクノプロジェクト（松江市学

園南２丁目、山中茂社長）。ＩＣＴ（情報通信技術）

産業の構造が急速に変化し、各種システム需要

が高まる中、業績は右肩上がりをたどった。そん

な中、全国的にも大きく注目を集めたのが、総合

病院としては国内初となる島根県立中央病院へ

の電子カルテシステム導入だった。

日本政策投資銀行　太田充副社長

◎ホックが今春　米子市両三柳に新

　店舗

○日新建設が江津市の元瓦工場を活

　用し屋内型ドローン飛行練習場

○ＪＡ鳥取西部が特産ブロッコリー

　をＡＩ選別するスマート農業実演

　会

○「聖地巡礼」の波及効果考察する

　オンラインセミナー

三輪　泰史氏（日本総合研究所創発

戦略センターエクスパート）

「ブロッコリーが日本の農業の新た

な柱に」

「Ｍ＆Ａはどのように進むのか」

プルシアンブルー　代表取締役　　

　　　　　　　　　古山　史生氏

　　　　　

紙
面
編
集
・
景
山
　
達
登

島根県、益田市と立地計画に関する
覚書を結んだカツデンの坂田清茂社
長（中央）‖松江市殿町、島根県庁

ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
カ
ク
テ
ル
を
提
供
す

る
居
酒
屋
の
店
主
（
右
）
‖
松
江
市
内

ノンアルコールのビールを仕込むトリクミの橋本龍寛さん‖鳥取県八頭

町安井宿

　
住
宅
関
連
製
品
の
製
造
、
販

売
の
カ
ツ
デ
ン
（
東
京
都
台
東

区
）
が
９
日
、
益
田
市
虫
追
町

の
石
見
臨
空
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ

ー
ク
に
�
億
円
を
投
じ
て
増
設

す
る
工
場
に
つ
い
て
、島
根
県
、

益
田
市
と
立
地
計
画
認
定
の
覚

書
を
結
ん
だ
。
事
業
や
販
売
エ

リ
ア
の
拡
大
が
目
的
で
、
操
業

３
年
間
で
�
人
を
新
規
雇
用
す

る
計
画
。

　
�
年
６
月
に
完
成
し
た
同
社

の
島
根
益
田
工
場
の
隣
接
地
に

建
設
す
る
。
建
屋
は
、
鉄
骨
平

屋
建
て
延
べ
床
面
積
５
９
０
３

平
方
㍍
。
既
に
着
工
し
て
お
り
、

５
月
の
操
業
を
目
指
す
。

　
島
根
工
場
は
現
在
�
人
を
雇

用
し
、
住
宅
用
の
階
段
な
ど
を

製
造
す
る
。
西
日
本
で
の
販
売

強
化
な
ど
を
目
的
に
増
設
を
決

め
た
。
生
産
拠
点
は
島
根
の
ほ

か
、
埼
玉
県
と
ベ
ト
ナ
ム
に
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

以
降
の
巣
ご
も
り
需
要
を
背

景
に
、
主
力
の
室
内
階
段
な
ど

の
販
売
が
伸
び
、
�
年
５
月
期

の
売
上
高
は
�
億
６
千
万
円
だ

っ
た
。

　
松
江
市
殿
町
の
県
庁
で
あ
っ

た
県
、
益
田
市
と
の
覚
書
締

結
式
に
臨
ん
だ
坂
田
清
茂
社

長
は
「
島
根
は
真
面
目
な
方
が

多
い
」
と
立
地
の
優
位
性
が
あ

る
と
強
調
。
�
年
の
進
出
以

降
、
社
員
寮
や
研
究
施
設
の
建

設
を
進
め
た
こ
と
に
も
触
れ
、

「
今
後
、
生
産
規
模
は
他
工
場

を
上
回
っ
て
い
く
見
通
し
」
と

し
た
。

　
今
回
の
投
資
と
雇
用
計
画
に

対
し
、
県
は
１
億
６
３
０
０
万

円
、
益
田
市
は
５
５
０
０
万
円

を
助
成
す
る
予
定
。

　
　
　
　
　
　
（
多
賀
芳
文
）

　
国
土
交
通
省
中
国
運
輸
局
の

島
根
、
鳥
取
両
運
輸
支
局
が
ま

と
め
た
２
０
２
３
年
�
月
の
新

車
新
規
登
録
台
数
は
、
島
根
県

が
前
年
同
月
比
２
・
５
％
増
の

２
６
８
２
台
、
鳥
取
県
が
４
・

７
％
増
の
２
０
５
２
台
と
な

り
、
と
も
に
�
カ
月
連
続
で
前

年
を
上
回
っ
た
。

　
自
動
車
に
搭
載
す
る
半
導
体

の
不
足
が
緩
や
か
に
回
復
し

て
い
る
の
に
伴
っ
て
生
産
が

増
加
し
て
お
り
、
受
注
残
の

解
消
が
進
む
こ
と
で
登
録
台

数
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
軽
自
動
車
は
島
根
県
が
１
・

６
％
減
の
１
３
４
０
台
、
鳥
取

県
が
１
・
１
％
増
の
９
９
５
台

だ
っ
た
。

　
普
通
車
は
島
根
県
が
�
・
６

％
増
の
６
６
９
台
、
鳥
取
県

が
�
・
５
％
増
の
５
６
５
台
。

小
型
車
は
島
根
県
が
４
・
９

％
減
の
４
６
５
台
、
鳥
取
県

が
０
・
３
％
減
の
３
２
１
台
だ

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
島
諒
）

　
出
雲
空
港
（
出
雲
市
斐
川
町

沖
洲
）
と
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ

を
結
ぶ
１
往
復
の
チ
ャ
ー
タ
ー

便
の
日
程
が
、
往
路
は
５
月
�

日
、
復
路
は
同
�
日
に
決
ま
っ

た
。
出
雲
｜
ベ
ト
ナ
ム
間
を
結

ぶ
チ
ャ
ー
タ
ー
便
は
�
年
ぶ

り
。
一
畑
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
松
江
市
千
鳥
町
）
が
今
月
�

日
か
ら
ツ
ア
ー
商
品
を
販
売
す

る
ほ
か
、
島
根
県
は
認
知
度
ア

ッ
プ
を
目
的
に
出
雲
市
内
で
セ

ミ
ナ
ー
を
開
く
。

　
県
交
通
対
策
課
に
よ
る
と
、

チ
ャ
ー
タ
ー
便
は
ベ
ト
ナ
ム
航

空
が
運
航
し
、
出
雲
と
ノ
イ
バ

イ
国
際
空
港
を
結
ぶ
。
航
空
券

の
み
の
購
入
は
で
き
ず
、
ツ
ア

ー
で
申
し
込
む
必
要
が
あ
り
、

一
畑
ト
ラ
ベ
ル
は
世
界
遺
産
ハ

ロ
ン
湾
ク
ル
ー
ズ
な
ど
を
組
み

込
ん
だ
プ
ラ
ン
と
、
終
日
自
由

行
動
の
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
を
用
意

す
る
。

　
３
月
６
日
に
は
、
ビ
ッ
グ
ハ

ー
ト
出
雲
（
出
雲
市
駅
南
町
１

丁
目
）
で
ベ
ト
ナ
ム
の
現
地
状

況
や
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
内
容
を

紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
、

県
交
通
対
策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
メ
ー
ル
か
フ

ァ
ク
ス
で
申
し
込
む
。

　
県
は
昨
年
�
月
、
ベ
ト
ナ
ム

航
空
、
ベ
ト
ナ
ム
旅
行
に
強
い

代
理
店
エ
ム
エ
ス
ツ
ー
リ
ス
ト

（
東
京
都
）
と
、
将
来
的
な
定

期
便
就
航
を
目
指
し
て
連
携
協

定
を
結
ん
だ
。
チ
ャ
ー
タ
ー
便

は
こ
の
協
定
の
一
環
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
（
高
見
維
吹
）

　
鳥
取
県
内
で
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を

運
営
す
る
ト
リ
ク
ミ
（
鳥
取
県
八
頭
町
安

井
宿
）
は
２
０
２
２
年
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
、
低
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
の
専
門
醸
造

し

ら

ふ

所
を
設
立
。
酒
に
酔
っ
て
い
な
い
素
面
と

か
け
た
「
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
（
シ
ラ

フ
ィ
テ
ィ
）
」
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
を
製
造

す
る
。

　
県
内
外
の
飲
食
店
な
ど
に
出
荷
す
る
月

間
約
３
千
本
は
、
毎
回
早
期
に
品
切
れ
に

な
る
と
い
う
。
醸
造
責
任
者
の
橋
本
龍
寛

さ
ん
は
「
需
要
が
伸
び
て
お
り
、
生
産
量

を
増
や
し
た
い
」
と
語
る
。

　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
週
に
３
回
以

上
飲
酒
す
る
習
慣
飲
酒
者
（
男
性
）
は
１

９
８
９
年
の
�
・
５
％
が
、
２
０
１
９
年

に
は
�
・
６
㌽
減
の
�
・
９
％
に
低
下
。

�
代
が
�
・
８
㌽
減
の
�
・
７
％
と
な
る

な
ど
若
い
層
で
酒
離
れ
が
進
む
。

　
居
酒
屋
を
多
店
舗
展
開
す
る
、
か
ば
は

う
す
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
安
来
市
安
来

町
）
は
需
要
変
化
を
踏
ま
え
、
ノ
ン
ア
ル

商
品
の
扱
い
を
強
化
す
る
。

　
山
陰
両
県
産
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
ユ

ズ
、
イ
チ
ゴ
を
混
ぜ
た
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル

の
カ
ク
テ
ル
や
サ
ワ
ー
な
ど
計
�
種
を
そ

ろ
え
る
。
永
田
光
執
行
役
員
本
部
長
は
「地

元
産
品
を
使
う
な
ど
し
て
単
価
を
上
げ
な

が
ら
、
市
場
の
変
化
に
対
応
し
た
い
」
と

話
す
。

　
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に
よ

る
と
、
�
年
の
ノ
ン
ア
ル
飲
料
の
出
荷
量

は
４
０
８
４
万
㌜
（
１
ケ
ー
ス
は
６
３
３

㍉
㍑
入
り
�
本
換
算
）
。
�
年
前
の
１
・

４
倍
の
規
模
に
拡
大
し
て
い
る
。

　
肉
・
海
鮮
料
理
ふ
じ
（
松
江
市
東
本
町

３
丁
目
）
も
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
カ
ク
テ

ル
を
取
り
そ
ろ
え
る
。
藤
原
正
巳
オ
ー
ナ

ー
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
代
行
タ
ク
シ
ー
業
者

が
減
っ
た
。
酒
を
飲
ま
ず
に
車
を
運
転
す

る
人
が
増
え
て
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
」

と
し
た
。

　
ノ
ン
ア
ル
商
品
を
扱
う
全
国
の
飲
食
店

（
約
２
万
店
）
の
紹
介
サ
イ
ト
「
ノ
ン
ア

ル
リ
サ
ー
チ
」
を
運
営
す
る
八
木
重
崇
さ

ん
に
よ
る
と
、
サ
イ
ト
利
用
者
は
意
外
に

も
�
～
�
代
の
中
年
層
が
多
い
と
い
う
。

「
健
康
診
断
で
飲
酒
制
限
が
か
か
っ
た
人

や
、
近
年
の
健
康
志
向
が
影
響
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
と
推
測
。
今
後
の
市
場

の
広
が
り
に
注
目
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

　
若
者
を
中
心
に
ア
ル
コ
ー
ル
離
れ
が
進
ん
で
い
る
の
を
受
け
、
山
陰
両
県

の
飲
食
店
や
飲
料
品
業
界
で
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
充
実
さ
せ
る
動
き
が

広
が
っ
て
い
る
。
鳥
取
県
で
は
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
、
低
ア
ル
コ
ー
ル
商
品
専

門
の
醸
造
所
も
稼
働
。
飲
酒
率
の
低
下
に
合
わ
せ
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
盛
ん
に
な

り
つ
つ
あ
る
。

（
多
賀
芳
文
）

　 �� 地　域 ����年（令和６年）�月��日（土曜日） （第３種郵便物認可）


